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1１．追加で実施している「電線管の火災防護対策工事」

 ⼥川２号機における「火災防護対策」は、新規制基準適合性審査を経て、原⼦⼒規制委員会から許認可された内容に基づき工事を
進めてきた。

 追加で実施している「電線管の火災防護対策工事」は、他電⼒の原⼦⼒発電所において、原⼦⼒規制委員会から「電線管の火災防護
対策」に関する指摘があり、⼥川２号機においても⽔平展開の必要性を確認したことから実施しているもので、耐火材で電線管をラッピング
するとともに、必要に応じて耐震補強を⾏っている。

 工事工程について、作業における安全確保を前提に、改めて精査した結果、安全対策工事の完了時期を「２０２４年２⽉」に
⾒直したもの。

【電線管の火災防護対策工事 イメージ（火災区画／同一の空間）】 【B系の電線管への耐火材ラッピング イメージ】
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※６ Ⅲの検査終了後に、営業運転再開となります。

・ … 今回の安全対策⼯事完了時期の⾒直しに伴い変更となる期間【⼥川２号機の「使⽤前事業者検査」の主な⼯程】
2022年 2023年 2024年
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原⼦炉本体 等

安全対策工事（完了時期を「２０２３年１１⽉」から「２０２４年２⽉」に⾒直し）

Ⅰ．燃料体を挿⼊できる段階の検査※４

Ⅱ．臨界反応操作を開始できる段階の検査※５

Ⅲ．工事完了時の検査※６

各検査期間において、原⼦⼒規制委員会に
よる「使用前確認」が適宜実施されます。

※４ Ⅰの検査終了後に、原⼦炉に燃料体を挿⼊（燃料装荷）します。
※５ Ⅱの検査終了後に原⼦炉起動操作を⾏い、その後、発電機を並列し発電を開始（再稼働）します。

２．「使用前確認申請書」の記載内容の変更等（「使用前確認」・「使用前事業者検査」の工程）

※１ 使⽤前確認
・事業者（当社）が実施した「使⽤前事業者検査」が適切に⾏われ、終了していることを確認するため、原⼦⼒規制委員会が適宜実施するもの。
「原⼦炉に燃料体を挿⼊する前の時期」、「原⼦炉の臨界反応操作を開始する前の時期 」ならびに「工事計画に関わる全ての工事が完了した時期」に確認を⾏う。

※２ 使⽤前事業者検査
・安全対策工事の施工状況に応じて、工事の内容が工事計画認可のとおりに実施されていること、また、さまざまな設備が法律に基づく技術基準等に適合していることを確認する
ため、事業者（当社）が適宜実施するもの。

※３ 「使⽤前確認」および「使⽤前事業者検査」に係る提出
・工事計画の認可（２０２１年１２⽉２３⽇）を受け、前回の⼥川２号機に係る安全対策工事完了時期⾒直し時（２０２２年３⽉３０⽇）に提出。

 今回の安全対策工事完了時期の⾒直しに伴い、原⼦⼒規制委員会が実施する「使⽤前確認※１」と、当社が安全対策工事と並⾏
して進めている「使⽤前事業者検査※２」の時期も変更となることから、 「使⽤前確認申請書の記載内容変更について」を原⼦⼒
規制委員会に提出※３するとともに、「使⽤前検査申請書の記載内容変更について」を原⼦⼒規制委員会および経済産業⼤⾂に
提出※３している。

 なお、発電機を並列して発電を開始する「再稼働」の時期は、「使⽤前確認」および「使⽤前事業者検査」の進捗状況等を踏まえ、
改めて⾒極めていく必要があるが、現時点では、他社事例や当社の過去実績を踏まえ「２０２４年５⽉頃」と想定している。



3３．「安全対策工事」の実施状況

 ⼥川2号機においては、「地震・津波対策」を強化するとともに、万一の事故に備え、設備面（ハード面）の対策として「電源の確保」、
「冷却機能の確保」ならびに「閉込機能の確保」を多重化・多様化している。

 また、設備面（ハード面）の対策だけでなく、多重化・多様化した設備を適切に扱えるよう、社員のスキル向上（ソフト面）を目的に、
⽇頃よりさまざまな状況を想定した訓練を繰り返し実施している。

 現時点において、主な安全対策工事（下段写真等）は計画どおり進捗しており、進捗率は９割程度となっている。

全交流電源喪失を想定した運転訓練
（運転シミュレータ訓練施設）

⼤容量送⽔ポンプ⾞による
冷却機能確保訓練

【防潮堤かさ上げ工事】

2023年８⽉

2023年２⽉
【耐震補強工事（原⼦炉建屋上部）】

2023年８⽉

【ガスタービン発電機（電気品建屋）】

2023年１⽉

【フィルタ付き格納容器ベント装置】

2019年2⽉


